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生徒と歴史教育との学習レリバンス構築のための 
主題的歴史カリキュラムの構成
―“Teaching U.S. History Thematically”を手がかりにして―
Designing a thematic history curriculum to build learning relevance between pupils and 












本稿では、米国ミズーリ大学の R. メトロ（R. Metro）が開発した中等教育段階向けの米国史用











るための示唆を得るために、米国ミズーリ大学の R. メトロ（R. Metro）が開発した中等教育段






























　具体的には、大項目 B では「近代化と現代的な諸課題」、大項目 C では「国際秩序の変化や
大衆化と現代的な諸課題」、大項目 D では「現代的な諸課題の形成と展望」において主題学習

























される。特に大項目 D の中項目（4）の主題学習は、1 年間の授業の最後に実施することになって











































































































































































り、メトロが現職教員時代に開発したものであり、表 1 に示した 7 単元が提示されている 5）。
表 1 には、各単元の主題、単元の問い、現代的課題の問い、各課で学習する歴史上の人物と出
来事を示した。なお、第 7 単元は、これまでの単元で学習した人物からメトロが 12 名を選択し
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表 1　『米国史を主題的に教える』のカリキュラム構成（Metro, 2017 をもとに筆者作成）














1 一般のアメリカ人 独立戦争開始 240 年祭（2015）










































































5 W.E.B. デュボイス 再建時代（1865 ～ 1877）
6 アンドリュー・カーネギー 金ぴか時代（1877 ～ 1900）
7 ジェイコブ・リース 進歩主義時代（1890 ～ 1920）
8 アプトン・シンクレア 純正食品・薬品法（1906）
9 ヘンリー・フォード 流れ作業の発明（1913）
10 フランクリン・D・ルーズベルト 大恐慌（1929 ～ 1939）
11 リンドン・ジョンソン 貧困との戦いの開始（1964）
















4 ジェームス・K・ポーク アメリカ・メキシコ戦争（1846 ～ 1848）
5 マーク・トウェイン アメリカ・スペイン戦争（1898）
6 ウッドロー・ウイルソン 第一次世界大戦への参戦（1917 ～ 1919）
7 フランクリン・D・ルーズベルト 第二次世界大戦への参戦（1941 ～ 1945）
8 エレノア・ルーズベルト 国際連合の創設（1945）
9 ハリー・トルーマン トルーマンドクトリン（1947）




























5 エイブラハム・リンカン 南北戦争（1861 ～ 1865）
6 キャリー・ネイション 禁酒法時代（1920 ～ 1933）
7 ハーバート・フーヴァー ボーナス・アーミーの抗議（1932）
8 フランクリン・D・ルーズベルト 日系人の収容（1942 ～ 1946）
9 ポール・ロブスン マッカーシー時代（1950 ～ 1956）


















1 トマス・ジェファソン 第 6 単元・2 課にて学習
2 ジョン・ロス 第 2 単元・3 課にて学習
3 ジェファソン・デイビス 第 3 単元・8 課にて学習
4 スーザン・B・アンソニー 第 1 単元・9 課にて学習
5 ウッドロー・ウイルソン 第 5 単元・6 課にて学習
6 ハイラム・W・エヴァンズ 第 2 単元・10 課にて学習
7 フランクリン・D・ルーズベルト 第 5 単元・7 課にて学習
8 マルコム・X 第 2 単元・12 課にて学習
9 マーティン・ルーサー・キング Jr. 第 5 単元・10 課にて学習
10 ロナルド・レーガン 第 1 単元・11 課にて学習
11 ジョージ・W・ブッシュ 第 5 単元・13 課にて学習

























































　第 2 に、主題ごとに過去 200 年の米国史を繰り返し学習していくカリキュラム構成になって
いる点である。本カリキュラムでは、主題ごとに米国の現代の事例と過去 200 年の歴史的事例
が複数選択されている。単元 1 の場合、「アメリカの民主主義」という主題のもと、16 世紀の














































































































































学習活動：（1）アンドリュー・ジャクソン（第 1 単元 6 課）
がこの手紙に対して言いそうな応答をペアのパートナー












































い か に 同 じ ま ま
か。
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変化に抵抗する事例としては、最高裁の判決が位置付けられている（1 課と 11 課は除く）。
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rosaliemetro.com：最終確認日 2020 年 9 月 29 日）。またメトロは、本稿で検討した教材集の姉妹編とな
る “Teaching World History Thematically”（『世界史を主題的に教える』）を2020年に出版している（Metro, 
2020）。




7） “Understanding by design” では、4 つの意味・含意となっており、4 つ目の意味として、「特定の、かつ
多様な学習者を最もよく参加させるであろう問い」が挙げられている（ウィギンズ・マクタイ、2012、
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